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大分県議会議只 自由民主党

宮成公一郎 （竹田市選挙区）

9r4つ問会し！こ令n7a第3町注伊原議会は9月24RIこ閉会しよしに．
し．のI渇、8いgu過ぎ宍リ、政老会や迎勅会し終え、山生は収項の秋を迎え（しばす↓
?f:3回定刃J会で1ふ、評済対策を中心とした涌T予P亥等の議謡 ・議決に加え、自身5回口こなる一般岡問々勺い木しに．
今号では、X斬Ef,f1の既要に1}tuて、哩議会やn民党会派の活勅1;-ついてお伝えしよ ,;J.

プログ史駈山

■一般会計補正予口の概要
貸上げと人手不足対策、安心 ・元気 ・未来創造ピジョ ン 2024の推進に必要な政策経買などの培額補正を行いました。

補正予曰案 ＋ 既決予算額 ＝ 累計
10,833,784千円 ＋ 703,093, 440千円 ＝ 713,927,224千円

1中小企業等案務改懇支lg!JI案 37,500干円
Eぽれ合の人福な弓1さ.lIfの中．田の又務改苗助戚金の採択と受l)た中小企
X芍Iし対して．朕知自の上東せ玉桜と拡充．
・対公辺ほU金改定哨を超え引きLIプをお..:.なった巾IJ＼企哭 ・小規悦田文≪
．渭助＊安務改和こですが刃3の自己釦9分の2/3、限お顧100万円以下

2労務単価の上昇を踏まえた委託料増額 101.897干円
契約後の人Qな労務印臣の上昇{...対応りるため．哄発注の女託菜務岱袖．

fffl.磯磁保全）や指定巨U和→厖社在'rldi金スライド制度セ尋入．

3医頻笈供体関緊急支援事策 550.595千円
灰坂需笞の変‘ヒや人子不足に対｝しでこる灰原I3傑休制を面位するたぬ病床
数の冷iF化等に取I几釈逸渇浪；関を支尻．

・ 訳床政の削泣f4係る沿{•J金 (4 10.4 月円／ 9）ぼ仄床）

・伝床の烹活分化に伴う蕊改整悦における物filli口111t分の助成（間助"'')/3)

・コロナ前を下回る入院掛名数のlj¥凡医預サlt,i控段への給付金(25万円／tk)
・地紅での役郎）田にHづよ施設改修名を行う周B朋医珀施設への助成（沌
肋率1/?)

4襲菜担い手確保 ・百成対策事菜 72.802干円
投菜もの牛庄性向．いや規校拡入を図るため｀悶栞支民プービス＊冥体の叶

げ（J戻りる紅伐,..対りる助磁

・ニーズ潤丘ブーピスむ供の試行等 !ill助寧 10/10
・人マート只染代械等の勺入 補助井↓1/2 

■議員定数調吉会
議只定数や選乎区及び沢乎区ことの定

故をはぷ・調整りるr(l)の滋貝定故讃
白会を設il'S. 空販七 • 5 名の姿Uの一H
としてE9か月呵の戌討l護）Jします．
なお．見耳l，わ行っ1日場合la令ill9仔
4月の・殻逍辛／）＇ら追用こ nま,J.

記＇石；灰め、必切なお 数芍巧探令貞
吐lit!Iiしt.

5地域あんしん給油所推這事栞 27,900干円
地＆めんしん給油f胚注邸ぶ廷創設し．地は住民；うの安心とil辿笞の維打 ・
向上IC必要な設悦径僅1し対し助成．

・地庄の見守J.‘五格の仕頌及示、おb（なしに取リ相む総叫mを対象
・防犯カメフ、目家発m叔 偏．低裕及示1反、トイレ改倍等
・情！り卒9/3蜘額30万円）

6入院小児患者付添い環l只改m18.780干円
人院中のこども1..1•1きぷう家族が休思できるスベース設出可IJ取＇）祖む凸拓限
関を立扱．

・範設改はに巧9る抒口への助成 (750万円／灰怠虎11)
・（紺品竪憐（よ要dるtrnへの助成 (2万円／小児病床）
7再造林促進出業 250,000干円
上伐後の内凸外を窪迫するため大分只森HIlj生磯1北逗汎しか内L刈内迅人ネ
等の取相みを．ソフトパンク4ス式2Uからの年{,1金を活用して文祖．

■ffi目提出意見
私学助成閤度の充実強化等を求める怠只鬱要后

深刻な少子化が進んでいる中、私立中学校 ・高等学校を取り巻く状況l;J:
様々な課題が山肋しておリ、 田による財政支援・制度の整備1F阿欠と
なっている・教育基本法の趣円等を踏まえ、私字助成に係る田向渭助制

度等、極々な支援の充尖強化を図るよう強く要印する。

■防災減災 ・只土強靭化対策
特別委口会

防災は災・県土強籾化対芙芍81妥日会は、可；石ト
フノ円大地はや大規円な亙水円＇こ1eえ、改箔召ー
を行うにめに小年6日に没百．
日成t』巧9．妥只令の一員として令tu8汀3月の委
己lし1付け如砧914お出してい示り。

＇ 

米H末3,c-1:-:1;:;t'lを恥リまとし）る
ペく訊漬を念く'•9

■各種団体との意見交換
自l立党令派で1；；杞r9月に 60以to)様々な団に
との点比父挟会と1口的1...}謹 していかd.
知 却刃布りや訊雌を把艇し．地切こ恨注しに活剪

を述粒しているからこそ、田政lり上を届けること
がでt'.~政1...政策ヤ況呂でさると君じてい<i d 。

9月28.トフックl(J,会と茎界の及お）こば9mの解決I、
可11「Jら月交換

■商工観光労働企業委只会
9戸25円から哀r1EJを訪ね、企JIiiほ"tJを中
心にく「熙 1,:0万人が訪nる人」 26CO人の
町のオパッ リズムの実態を拇肖しJ.l』
』 ←

9し●

■竹田五ヶ瀬線改良促進期成会
9.1=130円、高TiがElから五刃 佃lを＄油長 ・
滋芍c訪n．曰ほA士りで迅む梨迫8'c,0改
良し＼況を弱丘し、意見交換を行し1よした．

＠暑い夏を過ぎ、秋雨模様の日々を経て、遅れた刈取りに呈も品質も気になったが、今、品も気にかかるのはコメの価格か。

＠戦後80年の節目の年、この国の政治が動きつつあるが、地方が取リ残されないよう＂踏ん張 りどころ＂だと感じる毎日 。

⑥一般質問も5回目となるが、地域の課題は山積みしている。9月末から続く県外出張で得た知固や知見を今後に活かしたい。

＠今年はインフルエンザの流行が早いと閻く。 まずは、よく食べ、よく衷て、よく動き、自己免疫力の強化を心掛けたい。
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■商工ば光労働企業委｀会
各地の振輿局をはじめ6日問で計26か所の現地視察等を行い、
これまでの成果や今後の取組みについて所管串務調査を行い
ました。
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令和7年第3回定例会は9月4日に間会予定で、
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■県内所笠m務調査 （竹田市）
印肴会には6つの常任委貝会が設磁されておリ、それぞれの委
目会が竹田市内の所百弔務を調査しました。
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0「世界かんがい施設辺釦認定の報が届く。先人の取組みが私たちの財産となリ、未来に向けた男気をいただく。
0 テレビドラマ 「はぐれ維Jも秀逸．原作の構想づくリを支えた方々とともに、この先の展開にも期待を寄せる。
〇 入田の中品公園が多くの子どもたちで大変な国わい。大分市や熊本阻からも涼を求めて竹田に来ているらしい。

〇 観光目源は身近なところにあることを実感しながら迎える8月15日。 未来が平和と活気に包まれているよう祈る日。
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から宮成の一設質問が予定されています。
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